
厚木市放課後子ども教室推進事業実施要綱 

 

（目的） 

第１条  この要綱は、市立小学校に放課後子ども教室（以下「子ども教室」という。）を設置

し、地域の方々の参画を得て、子どもたちに学習や様々な体験・交流活動を行う放課後子ど

も教室推進事業（以下「子ども教室事業」という。）を実施することにより、放課後等にお

ける子どもたちの心豊かで健やかな成長を図るとともに、地域社会の中で、未来を創る子ど

もたちを見守り育む環境づくりを推進することを目的とする。 

(設置校) 

第２条 子ども教室の設置校は、地域性、学校の施設等を考慮し、市長が指定する。 

（対象児童） 

第３条  子ども教室事業の対象児童は、子ども教室を設置する小学校に在籍する児童とする。 

（事業内容） 

第４条  子ども教室事業の内容は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 放課後等における子どもたちの安全かつ安心な活動拠点（居場所）を確保すること。 

(2) 地域の多様な大人の参画を得て、子どもたちに、学習、スポーツ、体験、地域住民との

交流活動等の様々な体験の機会を提供すること。 

(3) 様々な体験、交流、学習活動等を通して、異学年の子ども又は地域の大人との交流によ

って、子どもたちの社会性、自主性、創造性等の豊かな人間性を養うこと。 

(4) 地域の子ども及び大人の積極的な参画及び交流による地域コミュニティの充実を図るこ

と。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、子どもたちが地域社会において安心して健やかに育成され

る環境の整備を推進するための必要な活動に関すること。 

(実施日及び実施時間)  

第５条 子ども教室事業の実施日及び実施時間は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 実施日は、月曜日から金曜日まで（学校行事の日及び学校の休業日を除く。）とする。 

ただし、実施校の実情に合わせた実施日を設定できるものとする。 

(2) 実施時間は、４月から９月までは授業終了後から午後５時までとし、10月から３月まで

は授業終了後から午後４時までとする。ただし、下校する児童の安全を考慮し、日没の

時間その他事業の運営上必要があるときは、実施時間を変更できるものとする。 

(参加の申込み)  

第６条 子ども教室事業に参加する児童の保護者は、参加申込書を児童が在籍する小学校を通

して市長に提出するものとする。 

(保険加入) 

第７条 子ども教室事業に参加する児童は、市の指定する傷害賠償責任保険に加入するものと

する。 

（運営委員会） 

第８条 子ども教室事業の円滑な運営を図るため、放課後子ども教室運営委員会(以下「運



営委員会」という。) を設置する。 

（所掌事項） 

第９条 運営委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 子ども教室事業の企画及び運営に関すること。 

(2) 子ども教室事業の実施に関すること。 

(3) 子ども教室事業実施時の安全管理及び人材確保に関すること。 

(4) 子ども教室事業実施後の検証及び評価に関すること。 

(5) その他子ども教室事業に関すること。 

(委員) 

第10条 運営委員会の委員は、次に掲げる者のうちから選出するものとする。 

(1) 小学校代表 

(2) 小学校ＰＴＡ代表 

(3) 地区民生委員児童委員協議会代表 

(4) 地区青少年健全育成会連絡協議会代表 

(5) 放課後児童クラブ代表 

(6) 児童の健全育成に関し識見を有する者 

(任期)  

第11条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合は、補欠委員を選任すること

ができる。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（委員長及び副委員長） 

第12条 運営委員会には、委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、運営委員会を総括する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第13条 運営委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 会議は、必要に応じて開催する。 

３ 委員が会議に出席できない場合は、当該委員が指名する者の代理出席を認めるものとする。 

４ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数の時は、議長の決するところによ

る。 

(庶務) 

第14条 運営委員会の庶務は、当分の間、こども育成課において処理する。 

(委任) 

第15条 この要綱に定めるもののほか、運営委員会の運営について必要な事項は、委員長が運 

営委員会に諮って定める。 

（コーディネーター） 

第16条 子ども教室事業の円滑な運営、総合的な調整等を行うため、コーディネーターを配置



し、コーディネーターは次に掲げる職務を行うものとする。 

(1) 子ども教室事業の総合的な調整 

(2) 放課後児童健全育成事業との連携及び調整 

(3) 活動プログラムの企画、策定等 

(4) 保護者、ボランティア等に対する子ども教室への参加誘導 

(5) その他子ども教室事業の実施に関し必要な事項 

（サブコーディネーター） 

第17条 サブコーディネーターは、学習支援、体験、交流活動等のプログラムを中心的に実施

するとともに、コーディネーターを補佐するものとする。 

（サポーター） 

第18条 サポーターは、様々な学習・体験・交流活動等のプログラムの実施のサポートや児童

の安全を管理し、コーディネーター等と連携し、子ども教室事業を運営するものとする。 

（守秘義務） 

第19条 コーディネーター、サブコーディネーター、サポーターは、その信用を失墜させるよ

うな行為をしてはならない。 

２ コーディネーター、サブコーディネーター、サポーターは、活動上知り得た秘密を漏らし

てはならない。その職を退いた後も同様とする。 

 

附  則 

この要綱は、平成23年６月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成25年４月１日から施行する。 

附  則 

１ この要綱は、平成28年４月１日から施行する。 

２ 第６条第３項の参加決定通知書の参加期間は、既に平成28年３月31日と決定している者に

ついては、小学校在籍中とみなす。 

   附 則 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 


